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Abstract
 The aim of this study is to examine the transition of representation of Taiwanese tea in Japanese 
tourist media, focusing on ‘Chikyu No Arukikata Guidebooks”, a major travel guidebook series. The 
analysis reveals that description of tea shifted gradually from “Chinese” to “Taiwanese” and the major 
change happened from the mid-1990s to the mid-2000s. However, the term “Chinese” doesn’t disappear 
entirely and the two terms has coexisted together somewhat in an incoherent manner. The shift can be 
rephrased as the transition of identity from “single/Chinese” to “plural/Taiwan”. Furtheremore, this 
process in Japanese media reflected so called de-Sinicization/Taiwanization that the local Taiwanese 














































































































































































































































































































































































































的な台湾” とは異なる “大中国主義的台湾” 的な茶アイデンティティを用いた部分も、依
然として確認できる。後者の場合、「台湾茶」は「中国茶」の一種とされる。この関係性
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されているのか想像すると、けっして無視されるべきでないと直ちに判断できるであろ
う。
　第三が、本論の冒頭でも触れた他の観光資源との比較対照である。たとえばチャイナド
レスは、1990年代の台湾編では典型的な台湾土産であり、また、その仕立ては重要な観
光パフォーマンスであった。けれども2000年代に入るとその重要度は低下し、「チャイナ
ドレス」の名は今日ではかろうじて専門店などの広告で目にすることができる程度であ
る。このように、茶表象に見られた展開と類似したものがチャイナドレスにも確認でき
る。また、料理についても同様のことが言え、現在では満漢全席は完全に脇に追いやられ
た状態であり、それと対照的に「台湾料理」や「台湾名物」が全面に押し出される構成と
なっている。こうした他の観光対象と比較することにより、“茶の台湾化” の理解も深め
ることが可能であろう。
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